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内藤 伸仁，森田 優，大塚 憲司，河野 弘，




























福島 圭穣，市川 和哉，上野 崇宏，稲垣 孝行，


























































































溝渕 卓士，橋本ひとみ，松村 亮典（同 放射線室）































小笠原 卓，山崎 眞一，山田 亮，住友 弘幸，
美馬 惇，淺野間理仁，四方 祐子，荒川 悠佑，
























































遠藤 健次，齋藤 義郎，田村阿津王，三上 浩，
西良 浩一，岡田 祐司，吉田 成仁，梅原 隆司，
橘 敬三，岩瀬 六郎，谷 義彦，杉峯 雅彦，
中谷 哲也，小松原慎司，酒巻 忠範，新野 浩史，




































































































































































宇山 攻，山田 亮，住友 弘幸，美馬 惇，
浅野間理仁，四方 祐子，荒川 悠祐，小笠原 卓，











































（３，１０８ CpG sites）とともに，３１ CpG sitesの hyper-
methylation（T-BOX 15，GRHL 2，Gab 1 など）を同定
し た。特 に T-Box 15 は β値 が 最 も 高 く（β‐value：



















福島 志帆，下畑 隆明，畑山 翔，木戸 純子，





































































座間味義人，今西 正樹，石澤 啓介（同 薬剤部）
座間味義人，石澤 啓介（徳島大学大学院医歯薬学研
究部臨床薬理学分野）



























今西 正樹，近藤 正輝，座間味義人，石澤 啓介
（徳島大学病院薬剤部）






























































































石澤 有紀，岩田 悠佑，堀ノ内裕也，池田 康将，
玉置 俊晃（徳島大学大学院医歯薬学研究部薬理学分
野）






















































ち放射線細胞死抑制性の CDKN 1 A の発現を亢進させる
一方，アポトーシス促進性の BBC 3 の発現を抑制する。














堀ノ内裕也，池田 康将，石澤 有紀，玉置 俊晃
（徳島大学大学院医歯薬学研究部薬理学分野）
福島 圭穣，藤野 裕道（同 分子情報薬理学分野）



































飯間 努，藤澤 一俊，岡田 歩，寺田 菜穂，























































２６．The Trauma Chain of Survival in-hospital ～当院
における胸腹部重症外傷への取り組み～
村木 翔（徳島県立中央病院医学教育センター）
村木 翔，藤木 和也，川下陽一郎，大村 健史，
藤本 啓介，佐尾山祐生，森 勇人，松下 健太，
中尾 寿宏，近清 素也，井川 浩一，広瀬 敏幸，

































清水 郁子，瀬野 弘光，山口 浩司，楠瀬 賢也，

















































平岡淳一郎，友成 哲，田中 宏典，宮本 佳彦，
































中野 睦基，大浦 雅博，前田 悠作，細井 美希，
原 倫世，山上 紘規，橋真美子，原田 武志，
藤井 志朗，中村 信元，賀川久美子，安倍 正博
（同血液・内分泌代謝内科学）
三木 浩和（同 輸血・細胞治療部）




























































阿部あかね，手塚 敏史，稲山 真美，吉田 成二，
葉久 貴司（同 呼吸器内科）




























志村 拓哉，山上 紘規，前田 悠作，細井 美希，
原 倫世，山口 佑樹，桝田 志保，倉橋 清衛，
吉田守美子，遠藤 逸朗，粟飯原賢一，黒田 暁生，

































住田 智志，小林 智子，松本 穣，渡邉 俊介，
米田亜樹子，坂東 良美，上原 久典（同 病理部）
【症例】７０代男性。X‐１年６月より右上腕外側に紅斑，
皮下腫瘤が出現，増大した。同年１０月に皮膚科を受診し，
皮膚生検ののち腫瘍全摘出術を行った。組織学的には肉
芽腫性血管炎や類壊死性黄色肉芽腫が鑑別に挙がった。
X年１月に左側頭部，５月には右上腕部腫瘤摘出部皮下
に硬結を認め，いずれも摘出された。X年６月より顔面
しびれ感が出現し，MRIで両側大脳半球に多発性腫瘤
を指摘され，検査目的に右側頭葉の病変が摘出された。
画像・血液生化学所見も合わせ多発血管炎性肉芽腫症と
診断され，X年７月中旬より免疫抑制療法が開始された
が，急速に脳浮腫が進行し，同年８月初旬に死亡した。
死後剖検が施行された。
【組織所見】剖検時，脳は左側頭葉～前頭葉にかけ広汎
な出血と壊死巣を認めた。各種染色で真菌，抗酸菌の存
在は確認されず，抗バラムチア抗体で多数の卵円形胞体
が染色された。Granulomatous amebic encephalitisの像
と考えられ，播種性バラムチア感染症を診断された。
診断後，手術材料の組織所見について再検討を行った。
脳腫瘤摘出材料では，広汎な出血と凝固壊死に伴い，炎
症細胞浸潤，多核巨細胞やマクロファージの集簇を認め
た。一つの血管周囲には少数のバラムチアを認めた。皮
膚でも抗バラムチア抗体陽性像を複数認めた。
【結語】剖検により診断に至ったバラムチアの一例を経
験した。多核巨細胞を含む肉芽腫性病変においては，鑑
別診断として原虫感染も考えておく必要がある。
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